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令和７年度 岡山県立岡山一宮高等学校 学校評価書 

 

                                                    校 長   甲 本 龍 平 

 

１ 自己評価 

 （１） 評価結果 

         別紙「令和７年度 学校経営における具体的な取組」 

     『最終評価』欄 参照 

                

 （２） 分析・改善方策                         

         別紙「令和７年度 学校経営における具体的な取組」 

     『最終の取組結果と次年度の方策』欄 参照 

 

 （３） 学校自己評価アンケートの集計結果及び対策 

     別紙「学校評価の概要」及び「学校評価表集計結果」 

     「学校評価アンケート総括」 参照 

 

２ 学校関係者評価委員名 

   伊代野 淳（岡山理科大学 理学部 教授 前 SSH運営指導委員） 

   天野 憲樹（ノートルダム清心女子大学情報デザイン学部 学部長） 

太田 康介（国立病院機構岡山医療センター統括診療部長 本校同窓会会長） 

      末吉 幸一（岡山市立中山中学校 校長） 

   竹原 和志（本校 PTA会長） 

   谷本祐一郎（ベネッセコーポレーション学校カンパニー営業企画部 

評価・学習イノベーション課 課長 同窓生）  

   中山 芳一（合同会社 ALL HEROs 会社代表 SSH運営指導委員 同窓生） 

   児子  薫（連合町内会長） 

   横山  嘉光（岡山市立一宮公民館 館長 元小学校長） 

   甲本 龍平（本校校長） 

    

３ 学校関係者評価  

      別紙「令和７年度 学校経営目標における具体的な取組」 

   『総合評価』欄 参照 

                                                

４ 来年度の重点取組（学校評価を踏まえた今後の方向性） 

  （１）確かな学力の確立と、主体的に学ぶ姿勢の徹底 

 （２）「真の探究力」を育む、全校体制による SSH事業の展開 

 （３）安心・安全な学校生活の断固たる保障と充実 

 （４）社会から信頼され、選ばれる学校づくりの推進 

 （５）未来を見据えた強靱な教育体制の整備 


